
９月３日ふるさと塾とカンガルースクールが
水辺の楽校（字古丹別）で「いかだづくり」に挑戦。
参加した児童と幼児が、池の上でいかだ探検などを楽しんだ。
子どもたちは木材をロープで四方に組み合わせ、
タイヤチューブを取り付け、いかだを作製。
早速、子どもたちがいかだに乗り込み、
オールを手に池の中島を回るコースへ出発した。
こぎ手には父母らも参加し、
子どもたちは、水上探検を満喫していた。



第３回定例会
平
成
17
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
21
日
開
会
さ
れ
、
町
長
提
出
の
予

算
３
件
、
条
例
６
件
、
人
事
２
件
、
そ
の
他
４
件
、
議
員
提
出
の
意
見

案
１
件
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
、
平
成
16
年
度
会
計
決
算
に
つ

い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
し
同
日
閉
会
し
た
。

議
案
の
主
な
内
容
と
審
議
状
況

演
に
来
て
頂
い
た
時
の
職
員
の
参
加

が
極
め
て
少
な
い
。
こ
の
事
は
意
識

の
低
さ
と
考
え
る
。
意
識
の
改
革
が

必
要
だ
と
思
う
。

答
弁
＝
森
町
長

厳
し
い
財
政
の
中
ゆ
え
に
、
町
内

活
動
を
含
め
、
各
団
体
に
自
治
の
重

要
性
を
促
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
（
西
　
議
員
）

住
民
自
治
の
重
要
性
、
住
民
の
理
解

不
足
の
観
点
か
ら
時
期
尚
早
で
反
対
。

賛
成
討
論
（
林
　
議
員
）

条
例
を
制
定
し
、
住
民
の
理
解
と
周

知
を
深
め
て
、
育
て
る
べ
き
と
賛
成

補 正 予 算 の 主 な 内 容

苫
前
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

（
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
負
担
金
に

よ
る
も
の
で
の
変
更
）

苫
前
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

（
町
民
が
主
役
と
な
る
よ
う
な
自
治
の

実
現
を
図
る
た
め
の
条
例
制
定
）

質
問
＝
西
　
議
員

町
長
は
先
の
議
会
で
制
定
の
ポ
イ

ン
ト
は
住
民
の
判
断
で
あ
る
と
話
さ

れ
た
、
策
定
委
員
会
は
広
く
町
民
を

対
象
と
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
住
民

の
反
応
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
又
職

員
に
条
例
へ
の
対
応
、
準
備
の
指
示

を
出
さ
れ
た
か
？

答
弁
＝
山
田
　
企
画
振
興
課
長

職
員
一
同
、
ま
だ
温
度
差
は
あ
り

ま
す
が
、
条
例
の
趣
旨
を
深
く
理
解

し
認
識
を
高
め
て
お
り
ま
す
。

答
弁
＝
森
　
町
長

住
民
は
、
条
例
に
、
ま
だ
関
心
が

低
い
と
思
っ
て
い
る
、
こ
の
条
例
は

育
て
て
行
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
、
早
く
実
践
を
も
っ
て
関
心
が
持

て
る
よ
う
努
力
し
た
い
。
職
員
に
は

課
長
会
議
を
通
し
て
指
示
を
出
し
て

い
る
。

質
問
＝
林
　
議
員

町
民
参
加
、
住
民
自
治
が
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
、
町
長
の
責
務
と
し
て
、

町
民
参
加
を
促
す
た
め
に
、
具
体
的

に
ど
ん
な
事
を
考
え
て
い
る
の
か
。

又
職
員
の
責
務
と
し
て
は
重
要
性
を

感
じ
る
が
、
先
の
ニ
セ
コ
町
か
ら
講

議
案
採
決

賛
成
　
十
一
人
、
反
対
　
一
人

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
よ
る
条
例

改
正

・
新
日
本
海
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
関
　
　

係
・
な
な
か
ま
ど
の
館
関
係

・
若
者
交
流
セ
ン
タ
ー
関
係

・
生
き
が
い
対
策
支
援
事
業
（
生
き
　

が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
食
事
分
実
費

負
担
の
増
額
含
む
）
関
係

苫
前
町
産
業
振
興
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

（
基
金
の
利
活
用
が
少
な
い
事
か
ら
、

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
負
担
金
繰

上
償
還
の
一
般
財
源
に
充
て
る
）

苫
前
町
教
育
委
員
会
委
員
選
任
の

伊
藤
信
行
（
字
岩
見
）
を
再
任
す

る
こ
と
を
同
意
し
た
。
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平成１７年度苫前町各会計補正予算
◎一般会計　　　　５億２，９２５万円を追加し

歳入歳出総額　４６億９，４４３万３千円とする。
◎介護保険特別会計　　１，０６２万６千円を追加し

歳入歳出総額　　３億７，２１４万５千円とする。

≪補正の主なもの≫
◎国営かんがい排水事業負担金　５億２，３１５万１千円
（詳しくはＰ５の委員会レポート「総務文教常任委員会」で説明）

◎災害復旧費（17年台風14号被害３件） ２１５万３千円
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こ
の
案
件
は
、
平
成
十
一
年
十
一

月
に
施
行
さ
れ
、
猶
予
期
間
を
経
て
、

以
降
も
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
、
道
か

ら
の
指
導
の
ほ
か
、
罰
則
規
定
が
適

用
さ
れ
る
。
一
方
、
道
も
平
成
十
二

年
十
月
北
海
道
家
畜
排
せ
つ
物
利
用

促
進
計
画
を
策
定
し
、
平
成
二
十
年

ま
で
に
排
せ
つ
物
の
利
用
促
進
を
進

め
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
的
な
取

り
組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

町
内
で
は
、
大
別
し
て
岩
見
方
式
、

昭
和
・
旭
方
式
、
リ
ー
ス
方
式
の
三

つ
の
方
式
が
あ
る
が
、
現
状
、
昭

和
・
旭
地
区
方
式
の
施
設
管
理
基
準

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

一
、
該
当
地
区
で
は
簡
易
シ
ー
ト
方
　
　

式
で
対
処
し
て
い
る
が
、
現
状
の
　
　

ま
ま
で
よ
い
の
か
。

二
、
行
政
側
の
今
後
の
対
応
と
し
て
、

い
つ
ま
で
に
ど
う
す
る
か
。

三
、
そ
の
時
の
対
象
農
家
数
と
事
業
　
　

費
及
び
事
業
費
の
分
担
割
合
等
、

具
体
的
に
示
し
て
頂
き
た
い
。

家
畜
排
せ
つ
物
は
、
畜
産
業
経
営

の
構
造
的
変
化
に
よ
る
対
応
と
し
て
、

平
成
十
一
年
七
月
に
「
家
畜
排
せ
つ

物
の
管
理
の
適
正
化
及
び
利
用
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

昭
和
・
旭
地
区
で
は
、
簡
易
ロ
ー

ラ
ー
プ
レ
ス
や
貯
留
槽
等
の
整
備
、

単
独
事
業
と
し
て
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー

も
整
備
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
・
旭
地
区

で
は
、
法
施
行
前
の
堆
肥
盤
整
備
に

よ
り
、
屋
根
掛
け
の
要
望
も
あ
り
ま

し
た
が
、
制
度
上
の
問
題
も
あ
り
、

堆
肥
盤
の
屋
根
掛
け
ま
で
は
至
ら
な

か
っ
た
も
の
で
す
。

家
畜
ふ
ん
尿
を
堆
肥
盤
で
適
切
に

管
理
す
る
に
は
、
排
汁
の
流
出
、
雨

水
の
流
入
を
防
ぐ
た
め
の
シ
ー
ト
等

で
覆
い
を
行
え
ば
、
管
理
基
準
に
適

合
し
ま
す
が
、
現
状
、
堆
肥
盤
の
側

壁
の
不
足
や
シ
ー
ト
掛
け
に
も
苦
慮

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
畜
産

環
境
整
備
リ
ー
ス
に
よ
り
、
屋
根
掛

け
等
の
整
備
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

本
事
業
は
、
実
施
期
間
が
本
年
度

よ
り
三
か
年
で
あ
り
、
国
１
／
２
、

道
１
／
４
、
受
益
者
１
／
４
の
負
担

割
合
で
、
農
協
が
事
業
主
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

現
在
十
六
戸
の
酪
農
家
が
希
望
し

て
お
り
、
全
体
事
業
費
は
約
九
、
一

七
〇
万
円
程
度
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、

出
来
る
だ
け
早
期
に
、
全
戸
整
備
出

来
る
よ
う
取
り
進
め
る
考
え
で
あ
り

ま
す
。

家
畜
排
せ
つ
物
法
へ
の

町
側
の
対
応
に
つ
い
て

一
般
質
問

一
般
質
問

猫　島　議　員

森
　

町

長

答
弁

森
　

町

長

答
弁

三
位
一
体
改
革
に
お
け
る
町
長
の

考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

財
源
の
使
い
方
の
基
本
姿
勢
と
し

て
、
三
位
一
体
改
革
の
考
え
方
を
加

味
し
た
と
き
に
、
ど
の
様
に
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

苫
前
町
で
は
今
後
、
予
算
を
組
む

際
、
起
債
の
上
限
を
決
め
る
な
ど
、

抜
本
的
な
財
政
計
画
の
改
革
を
行
う

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

苫
前
町
に
と
っ
て
、
良
い
三
位
一

体
改
革
を
実
現
す
る
た
め
に
ど
ん
な

考
え
方
を
お
持
ち
か
。

三
位
一
体
改
革
等
に
対
応
す
べ

き
苫
前
町
の
姿
勢
に
つ
い
て西　　議　員

今
回
の
衆
議
院
選
挙
で
、
三
位
一

体
改
革
も
推
進
さ
れ
る
と
感
じ
て
い

る
。
国
税
か
ら
地
方
税
へ
税
源
移
譲

を
実
現
す
る
た
め
、
国
庫
補
助
負
担

金
の
廃
止
と
地
方
交
付
税
の
見
直
し

を
行
う
も
の
。
今
後
の
市
町
村
の
財

政
運
営
に
影
響
を
与
え
る
も
の
。
地

方
の
自
由
度
は
増
す
が
、
財
源
確
保

が
な
け
れ
ば
厳
し
い
改
革
だ
と
危
機

感
が
あ
る
。
更
に
、
地
方
交
付
税
が

削
減
さ
れ
る
と
積
立
金
を
崩
し
て
い

く
形
に
な
る
。
早
い
時
期
に
収
支
の

均
衡
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

総
合
振
興
計
画
を
基
に
住
民
の
皆

さ
ん
と
の
話
し
合
い
を
し
、
財
源
を

有
効
に
配
分
し
た
い
と
思
う
。

起
債
の
上
限
設
定
は
、
大
変
難
し

い
と
思
う
が
今
後
の
大
型
事
業
は
、

徹
底
し
た
議
論
を
重
ね
厳
選
し
実
施

し
た
い
。
本
町
単
独
で
の
削
減
も
限

界
が
あ
り
、
広
域
処
理
の
検
討
も
し
、

健
全
化
に
向
け
努
力
を
し
た
い
。

三
位
一
体
改
革
は
、
地
方
分
権
の

推
進
が
主
で
あ
り
、
更
な
る
住
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

（
再
質
問
）

三
位
一
体
改
革
を
受
け
、
財
政
健

全
化
計
画
の
早
期
策
定
の
見
解
、
起

債
の
結
果
な
ど
、
将
来
の
町
民
に
と

っ
て
負
担
と
思
う
が
。
住
民
自
治
の

確
立
に
向
け
た
見
解
に
つ
い
て
伺
う
。

地
方
交
付
税
の
行
方
が
不
透
明
で
、

財
政
健
全
化
計
画
が
建
て
に
く
い
。

年
内
に
は
何
ら
か
の
形
を
つ
く
る
よ

う
に
指
示
し
て
い
る
。
目
途
を
つ
け
、

起
債
の
上
限
も
考
え
な
く
て
は
と
思

っ
て
い
る
。
住
民
自
治
の
確
立
に
つ

い
て
は
、
住
民
と
議
論
を
重
ね
た
い
。

（
再
々
質
問
）

住
民
と
行
政
の
役
割
を
明
確
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
情
報
を
早
く
収

集
し
、
後
手
に
な
る
前
に
、
各
種
計

画
を
立
て
て
行
か
な
け
れ
ば
、
手
遅

れ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

行
政
に
お
い
て
、
理
想
と
現
実
に

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。
国
の
改
革
が
市

町
村
に
し
わ
寄
せ
が
き
て
、
そ
の
し

わ
寄
せ
を
町
民
に
向
け
て
、
理
解
が

得
ら
れ
る
か
疑
問
。
国
は
財
政
改
革

を
押
し
進
め
て
き
て
い
る
が
、
町
は

そ
う
い
う
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
町

民
が
生
活
し
、
産
業
が
根
付
い
て
お

り
、
そ
こ
を
確
立
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
情
報
を
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
て

い
る
。
手
遅
れ
に
な
る
と
は
思
っ
て

い
な
い
。

森
　

町

長

答
弁

森
　

町

長

答
弁

旭地区での活用される堆肥盤旭地区での活用される堆肥盤旭地区での活用される堆肥盤旭地区での活用される堆肥盤旭地区での活用される堆肥盤旭地区での活用される堆肥盤旭地区での活用される堆肥盤旭地区での活用される堆肥盤旭地区での活用される堆肥盤旭地区での活用される堆肥盤旭地区での活用される堆肥盤旭地区での活用される堆肥盤旭地区での活用される堆肥盤旭地区での活用される堆肥盤旭地区での活用される堆肥盤旭地区での活用される堆肥盤旭地区での活用される堆肥盤
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

第
４
次
苫
前
町
行
政
改
革
大
綱
策

定
に
つ
い
て
（
町
民
と
の
協
働
に
よ

る
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

目
指
し
て
）

◇
基
本
的
な
考
え
方

①
行
政
改
革
の
必
要
性
　
②
行
政

改
革
の
進
め
方

◇
開
か
れ
た
行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立

を
目
指
し
て

①
わ
か
り
や
す
い
行
政
運
営
の
推

進
　
②
電
子
自
治
体
の
実
現
　
③
窓

口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

◇
自
立
に
む
け
た
財
政
の
健
全
化

①
計
画
的
で
健
全
な
財
政
運
営
の

実
現
　
②
財
政
指
標
等
の
公
開
　
③

事
務
・
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築

④
歳
入
の
確
保

◇
事
務
事
業
の
整
理
点
検
と
見
直
し

①
徹
底
し
た
事
務
経
費
の
削
減

②
補
助
金
等
の
削
減
　
③
民
間
委
託

等
の
積
極
的
な
推
進
及
び
指
定
管
理

者
制
度
の
活
用
　
④
広
域
行
政
の
推

進
　
⑤
第
三
セ
ク
タ
ー
（
苫
前
町
振

興
公
社
）
の
経
営
健
全
化

◇
効
率
的
な
組
織
・
機
構
の
確
立

◇
人
材
育
成
の
推
進

◇
定
員
管
理
及
び
給
与
等
の
適
正
化

①
定
員
管
理
の
適
正
化
　
②
給
与

等
の
適
正
化
　
③
定
員
、
給
与
等
の

状
況
の
公
表

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

◇
制
定
の
趣
旨

苫
前
町
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
合

併
問
題
や
財
政
問
題
、
地
方
分
権

（
地
域
主
権
）
の
実
現
の
た
め
の
行
政

改
革
、
人
口
減
少
の
問
題
（
少
子
化
、

高
齢
化
）
へ
の
対
応
な
ど
苫
前
町
の

自
治
の
根
幹
に
関
す
る
政
策
課
題
が

山
積
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
重
要
な
課
題
の
対
応
策

は
、
町
民
・
議
会
･
町
が
協
働
の
中

で
決
定
し
、
町
民
の
意
思
を
反
映
し

た
、
町
民
が
納
得
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

政
策
の
決
定
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
情
報
の
共
有
化
を
実
現
し
、
町

民
参
加
の
推
進
を
図
り
、
町
民
の
意

見
を
最
大
限
尊
重
し
て
い
く
仕
組
み

を
追
及
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
民
の
判
断
基

準
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

る
よ
う
基
本
的
な
姿
勢
を
条
例
化
し
、

最
高
規
範
性
を
有
す
る
苫
前
町
の
最

高
条
例
と
位
置
付
け
、
こ
の
条
例
で

定
め
る
理
念
、
原
則
に
基
づ
き
「
町

民
が
主
役
と
な
っ
た
自
治
の
実
現
」

を
図
る
も
の
で
あ
る
。
と
の
説
明
を

受
け
、
た
く
さ
ん
の
意
見
の
も
と
協

議
が
な
さ
れ
た
。

所
管
事
務
調
査
の
た
め
、
町
内
視

察
を
実
施
し
ま
し
た
。

◇
三
豊
海
岸
線
災
害
復
旧
工
事

昨
秋
台
風
十
八
号
に
て
被
災
し
た

三
豊
海
岸
線
（
三
九
七

）
は
、
橋

場
産
業
・
萌
州
建
設
・
千
葉
建
設
共

同
企
業
体
が
、
今
春
三
月
工
事
費
一

億
二
、
六
〇
〇
万
円
で
契
約
着
工
し
、

十
月
竣
工
予
定
。

◇
道
道
力
昼
九
重
線

平
成
元
年
よ
り
着
手
し
た
工
事
は

延
長
五
・
二
　
　
、
ト
ン
ネ
ル
工

一
三
九

の
予
定
で
あ
る
が
、
ト
ン

ネ
ル
工
を
変
更
し
、
掘
削
し
て
道
路

を
造
成
す
る
か
協
議
中
で
あ
る
。
完

成
は
予
定
よ
り
遅
れ
て
平
成
二
十
年

度
に
な
り
そ
う
だ
。

◇
岩
見
旧
取
水
施
設
撤
去
工
事

今
年
七
月
水
道
取
水
施
設
の
完
成

に
伴
い
、
岩
見
の
旧
取
水
施
設
は
そ

の
役
割
を
終
え
撤
去
す
る
。
請
負
事

業
者
は
苫
前
運
輸
㈱
八
月
着
工
、
九

月
末
完
了
。
工
事
費
三
七
五
万
円
を

も
っ
て
施
工
中
。

◇
水
道
施
設
災
害
復
旧
工
事

①
昨
秋
留
萌
中
部
地
震
に
よ
り
被
災

し
た
、
東
川
橋
河
床
中
に
埋
設
し
た

送
水
管
亀
裂
復
旧
工
事
、
萌
州
建
設

㈱
が
八
月
契
約
着
工
し
、
十
月
完
成

の
予
定
で
あ
る
。

工
事
費
八
〇
八
万
円
。

②
東
雲
橋
の
河
床
中
に
埋
設
の
送
水

管
も
同
地
震
に
よ
り
同
様
被
災
し
た
。

こ
の
復
旧
工
事
は
、
九
月
中
に
発
注

す
る
予
定
で
あ
る
。

◇
東
川
川
南
線
改
良
舗
装
工
事

昨
年
度
よ
り
の
継
続
工
事
で
あ
る
。

交
通
事
故
防
止
対
策
で
、
昨
年
は
九

〇
三
万
円
、
本
年
一
、
二
三
〇
万
円
、

延
長
二
三
五

の
路
盤
工
及
び
舗
装

で
あ
る
。
㈱
東
北
建
設
が
請
負
契
約

し
、
九
月
完
成
予
定
で
あ
る
。

◇
香
川
四
線
道
路
防
雪
柵
設
置
工
事

平
成
十
五
年
度
着
手
し
た
継
続
工

事
で
今
年
度
を
も
っ
て
完
了
す
る
。

今
年
度
は
延
長
三
一
六

に
防
雪
柵

を
設
置
す
る
。

施
工
は
渡
部
工
業
㈱
が
六
月
受
注

契
約
し
、
十
月
完
成
予
定
で
あ
る
。

工
事
費
は
二
、
四
五
一
万
円

◇
旭
香
川
線
道
路
防
雪
柵
設
置
工
事

平
成
十
六
年
度
よ
り
着
手
し
、
十

八
年
度
完
了
予
定
の
継
続
工
事
で
あ

る
。
総
延
長
一
、
一
〇
〇

、
総
事

業
費
八
、
八
〇
〇
万
円
で
今
年
度
は
、

山
本
建
設
工
業
㈱
が
六
月
受
注
契
約

し
た
。
延
長
三
二
八
　
、
工
事
費

二
、
四
四
六
万
円
。
十
月
完
成
予
定

で
現
在
施
工
中
で
あ
る
。

◇
栄
浜
小
規
模
治
山
事
業

海
水
浴
場
の
北
側
、
風
来
望
（
風

車
）
敷
地
、
海
側
の
法
面
を
保
護
。

平
成
十
五
年
度
か
ら
の
継
続
工
事
。

総
事
業
費
一
億
円
、
工
事
は
暗
渠
工

五
六
〇
平
方

、
法
枠
工
五
、
〇
〇

〇
平
方

で
、
今
年
度
は
法
面
工
一
、

一
九
〇
平
方

、
防
護
柵
工
一
八
九

、
植
栽
工
四
〇
〇
本
の
ハ
マ
ナ
ス

を
植
え
る
。
施
行
業
者
は
シ
ー
テ
ッ

ク
工
業
㈱
苫
前
支
店
。
工
事
費
は

二
、
三
九
〇
万
円
で
施
工
中
、
来
年

度
完
了
予
定
。

全
員
協
議
会

平成17年
９月９日
開　催

産

業

厚

生

特
別
委
員
会
平成17年
９月６日
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キ
ロ
メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル
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◇
苫
前
漁
港
環
境
整
備
事
業

平
成
十
一
年
度
よ
り
計
画
し
実
施

設
計
、
平
成
十
四
年
度
よ
り
着
手
し

た
当
該
工
事
は
四
年
目
を
迎
え
る
。

栄
浜
地
先
の
海
岸
を
埋
立
て
東
屋
、

ト
イ
レ
、
水
飲
場
、
遊
水
施
設
な
ど

を
設
置
し
た
。
又
、
防
波
堤
や
護
岸

工
事
も
一
部
完
成
し
、
そ
の
雄
姿
を

見
せ
て
い
る
。
今
年
度
は
、
二
億
七

千
万
円
の
工
事
費
で
、
ハ
ラ
ダ
建
設

㈱
が
施
工
中
で
あ
る
。
こ
の
遊
水
広

場
に
て
今
夏
、
第
二
回
北
海
道
風
車

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
。

所
管
事
務
調
査
の
た
め
、
町
内
視

察
を
実
施
し
ま
し
た
。

◇
苫
前
小
学
校

経
営
計
画
の
説
明
が
な
さ
れ
、
特

色
あ
る
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い

た
。
学
社
融
合
事
業
な
ど
を
取
り
入

れ
、
地
域
と
の
連
携
の
発
展
性
も
伺

う
こ
と
が
で
き
、
の
び
の
び
と
し
た

学
校
生
活
を
送
る
児
童
の
顔
が
見
受

け
ら
れ
た
。

◇
苫
前
中
学
校

新
校
舎
に
な
り
、
真
新
し
い
空
気

の
中
に
あ
っ
て
、
そ
の
校
舎
の
中
で
、

教
員
・
生
徒
と
も
に
伝
統
あ
る
学
校

経
営
が
生
か
さ
れ
て
い
た
。
総
合
学

習
に
お
い
て
全
校
、
各
学
年
で
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
研
究
・
学
習
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
な
ど
苫
中
の
歴
史
を
刻

む
教
育
方
針
が
あ
っ
た
。

◇
古
丹
別
小
学
校

学
校
経
営
方
針
の
説
明
を
受
け
、

そ
の
中
で
、
教
育
目
標
を
掲
げ
る
際

に
校
歌
の
詩
を
う
ま
く
取
り
入
れ
、

姿
を
描
い
て
い
た
。
お
も
い
や
り
あ

る
「
心
」、
興
味
を
持
っ
て
「
学
ぶ
」、

健
康
で
た
く
ま
し
い
「
体
」
と
創
意

工
夫
が
見
受
け
ら
れ
た
。

◇
古
丹
別
中
学
校

学
校
全
体
に
一
体
感
が
あ
り
、
特

に
、
部
活
動
で
は
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
っ
た
。
生
徒
五
十
九
名
全
員
が

部
活
動
に
所
属
し
、
協
調
性
や
連
帯

感
を
養
い
、
そ
の
結
果
も
全
道
大
会

へ
と
繋
が
る
成
績
を
収
め
て
お
り
、

古
中
健
在
を
大
い
に
響
か
せ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

◇
消
防
苫
前
支
署
・
古
丹
別
支
署

消
防
施
設
、
備
品
の
状
況
及
び
人

員
や
活
動
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。
ま
た
、
古
丹
別
支
署
に
お
い
て

は
救
急
業
務
に
お
い
て
、
出
動
回
数

が
多
い
こ
と
の
説
明
を
受
け
、
高
規

格
救
急
車
の
必
要
性
の
説
明
も
受
け

た
。
そ
の
他
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

も
同
様
に
説
明
を
受
け
た
。

◇
社
会
教
育
課
（
苫
前
町
公
民
館
）

家
庭
教
育
支
援
事
業
等
に
つ
い
て

映
像
を
用
い
な
が
ら
説
明
を
受
け
た
。

「
ラ
ッ
コ
ク
ラ
ブ
」「
の
び
の
び
サ
ー

ク
ル
」「
カ
ン
ガ
ル
ー
ス
ク
ー
ル
」
な

ど
子
育
て
支
援
に
対
す
る
事
業
が
展

開
さ
れ
て
お
り
、
日
に
日
に
定
着
が

見
ら
れ
、
図
書
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
、

心
育
む
取
り
組
み
と
し
て
、
先
進
的

な
も
の
で
あ
り
、
今
後
と
も
期
待
の

も
て
る
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い

た
。

◇
住
宅
用
地
分
譲

住
宅
用
地
分
譲
に
つ
い
て
、
苫
前

地
区
ハ
マ
ナ
ス
公
園
横
の
分
譲
地
を

視
察
し
担
当
課
よ
り
説
明
を
受
け
る
。

今
後
、
用
地
・
道
路
に
対
す
る
課
題

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

◇
苫
前
町
産
業
振
興
基
金
の
一
部
処
　

分
に
つ
い
て

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
負
担
金

繰
上
償
還
の
一
般
財
源
に
充
て
る
た

め
、
本
基
金
の
一
部
を
一
般
会
計
予

算
に
計
上
し
て
処
分
で
き
る
よ
う
条

文
を
追
加
す
る
も
の
の
説
明
を
受
け

る
。
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
に
繰

上
償
還
を
行
う
た
め
、
過
疎
債
の
借

り
入
れ
を
予
定
し
た
場
合
次
の
よ
う

に
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
も
の
。

償
還
額
と
し
て
約
一
億
四
千
八
百

万
円
強
の
軽
減
。
交
付
税
措
置
と
し

て
約
九
千
九
百
万
円
弱
。
財
政
プ
ラ

ス
と
し
て
、
約
二
億
四
千
七
百
万
円

弱
が
軽
減
さ
れ
る
見
通
し
。
よ
っ
て
、

本
年
度
、
元
利
合
わ
せ
て
五
億
九
、

一
二
八
万
円
を
繰
上
償
還
す
る
も
の
。

北
海
道
町
村
会
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
（
合
併
な
ど
の
今
後
の
町
村
の
あ

り
方
）
に
つ
い
て

◇
基
本
姿
勢

道
内
の
市
町
村
に
お
い
て
合
併
協

議
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
道

と
し
て
の
役
割
を
積
極
的
に
果
た
し

て
い
く

◇
趣
　
旨

あ
く
ま
で
も
道
と
し
て
は
、
構
想

策
定
に
よ
り
、
必
要
な
情
報
提
供
を

す
る
な
ど
、
市
町
村
が
合
併
問
題
に

よ
り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た

い
。
合
併
に
つ
い
て
の
最
終
的
な
判

断
、
合
併
す
る
か
し
な
い
か
と
い
う

選
択
は
、
あ
く
ま
で
市
町
村
が
自
主

的
に
行
う
も
の
で
あ
り
、
合
併
を
強

制
す
る
も
の
で
な
い
。
と
の
説
明
を

受
け
、
た
く
さ
ん
の
意
見
の
も
と
協

議
が
な
さ
れ
た
。

総

務

文

教

特
別
委
員
会
平成17年
９月７日
開　催

広

域

行

政

特
別
委
員
会
平成17年
９月13日
開　催
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新校舎を視察する総務文教常任委員会委員新校舎を視察する総務文教常任委員会委員新校舎を視察する総務文教常任委員会委員新校舎を視察する総務文教常任委員会委員新校舎を視察する総務文教常任委員会委員新校舎を視察する総務文教常任委員会委員新校舎を視察する総務文教常任委員会委員新校舎を視察する総務文教常任委員会委員新校舎を視察する総務文教常任委員会委員新校舎を視察する総務文教常任委員会委員新校舎を視察する総務文教常任委員会委員新校舎を視察する総務文教常任委員会委員新校舎を視察する総務文教常任委員会委員新校舎を視察する総務文教常任委員会委員新校舎を視察する総務文教常任委員会委員新校舎を視察する総務文教常任委員会委員新校舎を視察する総務文教常任委員会委員

図書室サポーターによる読み聞かせ事業図書室サポーターによる読み聞かせ事業図書室サポーターによる読み聞かせ事業図書室サポーターによる読み聞かせ事業図書室サポーターによる読み聞かせ事業図書室サポーターによる読み聞かせ事業図書室サポーターによる読み聞かせ事業図書室サポーターによる読み聞かせ事業図書室サポーターによる読み聞かせ事業図書室サポーターによる読み聞かせ事業図書室サポーターによる読み聞かせ事業図書室サポーターによる読み聞かせ事業図書室サポーターによる読み聞かせ事業図書室サポーターによる読み聞かせ事業図書室サポーターによる読み聞かせ事業図書室サポーターによる読み聞かせ事業図書室サポーターによる読み聞かせ事業

決
算
審
査
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

委

員

長
　
小

阪

伸

一

副
委
員
長
　
間

宮

英

明

開
催
日
　
10
月
24
・
25
日
予
定

④ 議会だよりNo.61
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第
44
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

苫

前

町

開

票

結

果

稲
刈
り
作
業
は
、
農
業
機
械
の
近

代
化
に
よ
り
、
共
同
で
の
大
型
コ
ン

バ
イ
ン
が
導
入
さ
れ
、
次
々
と
刈
ら

れ
た
稲
か
ら
籾
だ
け
が
ト
ラ
ッ
ク
に

移
さ
れ
、
大
型
乾
燥
機
な
ど
の
あ
る

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
順
次
搬
入
さ
れ

た
。本

町
の
水
稲
作
付
面
積
は
、
今
年

八
一
九
・
七
　
と
昨
年
よ
り
十
二

減
少
。
品
種
は
五
七
　
が
「
ほ
し
の

ゆ
め
」
で
、「
き
ら
ら
」
が
二
五
　
、

「
な
な
つ
ぼ
し
」が
一
八
　
と
な
っ
て

い
る
。

作
業
を
進
め
る
農
業
者
は
「
今
年

は
天
候
に
恵
ま
れ
、
台
風
の
影
響
も

な
く
良
い
出
来
に
な
っ
て
い
る
」
と

豊
作
を
期
待
す
る
半
面
、「
米
価
が

安
い
の
で
ど
う
な
る
か
？
」
と
米
の

安
値
を
心
配
し
て
い
た
。

稲
刈
り
は
、
最
高
の
品
質
を
目
指

し
、
品
種
に
よ
り
適
宜
収
穫
時
期
を

ず
ら
し
、九
月
末
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

今
年
の
水
稲
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
九
重
地
区
で
は
、
稲
刈
り
作
業
が
例
年
に
比

べ
七
日
ほ
ど
早
い
、
九
月
十
日
か
ら
始
ま
っ
た
。

九州地方を直撃し、大きな被害をもた
らした大型台風１４号が、その勢力を弱
めながらも９月７日夜半から８日未明に
かけて本道に上陸。昨年の台風１８号の
恐怖から１８世帯２６名が自主避難を行
い、不安な一夜を過ごした。
避難したのは港・三豊・上平地区の住
民２０名と力昼地区の住民６名。昨年の
高潮の恐怖から「とても、怖くて家にい
れません」と次々に避難所へ足を運んだ。
役場では、大型台風の接近から７日午
前９時に災害対策本部を設置。河川の氾
濫に備え、職員が風雨の中、千三百袋余
りの土嚢づくりを行い、災害準備を進め
た。一方、避難者への援助として、日赤
奉仕団苫前分団（森裕子団長）による朝
食の炊き出しが行われ、食事が提供され
るなど、本町の防災対策は昨年の教訓を
活かし、的確に進められた。

第
四
十
四
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

が
八
月
三
十
日
公
示
、
九
月
十
一
日

投
開
票
が
行
わ
れ
、
郵
政
民
営
化
な

ど
に
注
目
が
集
ま
り
、
投
票
率
は
前

回
よ
り
も
大
き
く
上
回
っ
た
。

北
海
道
に
お
け
る
小
選
挙
区
投
票

率
は
、
前
回
（
平
成
十
五
年
）
数
値

を
八
・
〇
八
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
七

一
・
〇
五
　
。
本
町
に
お
い
て
も
、

有
権
者
数
三
、
四
五
九
名
中
、
二
、

七
七
三
名
が
投
票
を
行
い
、
八
〇
・

一
七
　
と
前
回
か
ら
七
・
一
四
ポ
イ

ン
ト
上
回
り
、
過
去
三
度
の
国
政
選

挙
で
は
、
最
高
の
投
票
率
と
な
っ
た
。

ま
た
、
昨
年
参
議
院
議
員
選
挙
か

ら
始
ま
っ
た
期
日
前
投
票
で
は
、
投

票
箱
に
直
接
投
票
用
紙
を
投
函
で
き

る
と
あ
っ
て
、
四
二
五
名
が
期
日
前

投
票
を
行
い
、
前
回
の
不
在
者
投
票

二
七
八
名
の
一
・
五
倍
と
な
り
、
投

票
率
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

苫
前
町
に
お
け
る
投
票
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇
衆
議
院
小
選
挙
区

民
主
党
　
小
平
忠
正

一
、
一
一
三
票

（
北
海
道
十
区
小
選
挙
区
当
選
）

共
産
党
　
谷
　
建
夫

七
七
票

無
所
属
　
山
下
貴
史

一
、
〇
三
八
票

自
民
党
　
飯
島
夕
雁

四
九
一
票

（
北
海
道
比
例
区
当
選
）

無
　
効

五
四
票

◇
衆
議
院
北
海
道
比
例
区

▽
民
　
主
　
党
　
〜
　
九
五
六
票

▽
自
　
民
　
党
　
〜
　
六
三
三
票

▽
社
会
民
主
党
　
〜
　
一
一
八
票

▽
新
党
大
地
　
〜
　
六
二
九
票

▽
共
　
産
　
党
　
〜
　
一
〇
〇
票

▽
公
　
明
　
党
　
〜
　
二
三
三
票
　

18世帯が
自主避難

台風14号

早朝から炊き出しボランティアを行う
日赤奉仕団苫前分団メンバー

開
票
所
に
集
め
ら
れ
た
投
票

箱
（
上
）
と
開
票
風
景
（
右
）

ヘ
ク
タ
ー
ル

ヘ
ク
タ
ー
ル

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト
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九
月
二
日
町
公
民
館
に
お
い
て

「
苫
前
町
敬
老
会
」
が
開
催
さ
れ
、

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
百
八
十
名

を
招
待
し
、
保
育
所
園
児
や
婦
人
会

の
踊
り
や
来
賓
や
参
加
者
に
よ
る
カ

ラ
オ
ケ
大
会
で
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
た
。

敬
老
会
は
、
ま
ず
森
町
長
か
ら

「
町
内
の
施
設
も
整
備
さ
れ
、
近
代

化
と
な
っ
た
の
は
、
先
人
で
あ
る
皆

様
の
労
苦
が
あ
っ
た
お
陰
で
す
。
現

在
、
町
内
は
高
齢
化
比
率
三
三
　
と

三
人
に
一
人
が
高
齢
者
と
な
る
時

代
。
皆
さ
ん
の
住
み
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
年
代
芳
則
会
長

か
ら
敬
老
会
に
対
し
、
寄
付
金
が
贈

呈
さ
れ
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

丹
羽
正
己
会
長
か
ら
は
「
今
日
は
保

育
所
園
児
や
婦
人
会
の
演
技
を
楽
し

み
、
手
作
り
の
料
理
を
味
わ
い
ま
し

ょ
う
。
こ
の
場
を
開
催
し
て
い
た
だ

い
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

祝
宴
は
苫
前
町
連
合
町
内
会
の
堀

治
会
長
の
乾
杯
で
始
ま
り
、
参
加
者

は
古
丹
別
婦
人
会
の
手
料
理
を
味
わ

う
と
と
も
に
、
か
わ
い
い
保
育
所
園

児
の
お
遊
戯
、
苫
前
・
古
丹
別
両
婦

人
会
の
舞
踊
を
楽
し
み
、
来
賓
や
参

加
者
が
歌
う
カ
ラ
オ
ケ
に
手
拍
子
を

送
っ
て
い
た
。

舞
踊
や
カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
る

パ
ー
セ
ン
ト

年代芳則ライオンズクラブ
会長から森町長へ寄付金が
手渡される

苫
前
婦
人
会
（
写
真
左
上
）
で
は
今
年
話
題
の
「
マ
ツ
ケ
ン

サ
ン
バ
Ⅱ
」、
古
丹
別
婦
人
会
（
写
真
左
下
）
は
「
上
海
の

花
売
り
娘
」
を
披
露
。
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
と
な
っ
た
。

かわいい和服姿な
どで高齢者を魅了
する古丹別保育所
園児たち

今年は高齢者自らカラオケで敬老会を盛り上げ、毎年みんなを楽しま
せる佐々木光男さん（力昼＝写真左）も森町長の「ふたり酒」で登場。
会場から大きな拍手が沸き上がった。

苫
前
町
敬
老
会

苫
前
町
敬
老
会
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が
開
催
さ
れ
、
ゲ
ー
ム
や
交
流
を
通

し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
た
。

大
会
に
は
町
内
高
齢
者
百
五
十
三

名
が
参
加
。
年
齢
の
総
合
計
は
一
一
、

五
九
一
歳
（
平
均
年
齢
約
七
六
歳
）。

緑
チ
ー
ム
代
表
の
池
田
功
さ
ん
（
75

歳
＝
三
渓
渓
友
会
）
の
選
手
宣
誓
で

始
ま
り
、
競
技
は
地
域
毎
に
四
チ
ー

ム
に
分
け
ら
れ
、
風
船
割
り
や
ボ
ウ

リ
ン
グ
、
借
り
物
競
争
、
綱
引
き
な

ど
で
和
気
あ
い
あ
い
と
交
流
を
図
る
な

か
、
各
競
技
の
得
点
を
競
い
合
っ
た
。

大
会
は
、
競
技
が
進
む
に
つ
れ
白

熱
し
た
展
開
と
な
り
、
昨
年
に
引
き

続
き
黄
色
チ
ー
ム
（
苫
前
・
力
昼
・

栄
浜
・
港
地
区
＝
代
表
鎌
田
孝
）
が

優
勝
を
飾
っ
た
。

九
月
七
日
岩
見
親
和
会
（
会
長
丹

羽
正
己
）
は
、
岩
見
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
で
研
修
会
を
開
催
し
、
町
商
工
会

で
進
め
る
地
域
通
貨
の
利
用
方
法
や

簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
学
ん
だ
。

ま
ず
地
域
通
貨
で
は
、
仕
組
み
と

利
用
方
法
に
つ
い
て
商
工
会
担
当
者

か
ら
説
明
を
受
け
、
地
域
通
貨
券

（
５
０
０
Ｐ
）
の
お
釣
り
の
で
な
い
利

用
方
法
な
ど
、
地
域
通
貨
券
や
ポ
イ

ン
ト
券
（
２
Ｐ
）
の
使
い
方
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
利
用
に
つ
い

て
確
認
し
た
。

ま
た
、
簡
単
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で

は
、
腕
や
肩
、
太
も
も
の
マ
ッ
サ
ー

ジ
で
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
と
と
も
に
、
転

倒
予
防
に
つ
な
が
る
平
衡
感
覚
を
養

う
歩
行
訓
練
、
反
射
神
経
テ
ス
ト
な

ど
が
行
わ
れ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
気
持

ち
の
よ
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
笑

み
が
こ
ぼ
れ
る
な
ど
簡
単
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
を
楽
し
だ
。

９月２１日町議会第３回定例会（９月議会）を
現役戦隊ヤルンジャーの呼びかけで、町内の高齢
者１６名が議会傍聴を体験した。
まちづくり基本条例などの白熱した審議に、参
加した高齢者は「見てて、のどが渇くほど、議会
の大変さ、緊張感がよく伝わってきた」と真剣な
議論に感心していた。
また、「敬老会など高齢者自ら、企画に参加す
べき。起債などの行政用語を分かりやすく説明い
ただければ理解できるので、納得できる町政を期
待したい」と感想を述べていた。

九
月
十
七
日
苫
前
中
学
校
体
育
館

で
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
に
よ
る

第
三
十
二
回
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会恒例の綱引き対抗戦。応援にも力が入る。

マッサージを楽しむ高齢者

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署�64-2321
〃　　　　古丹別支署�65-4119

平成17年８月31日現在、町内の救急出動状況に
ついては、昨年の同期と比較すると出動件数（21
件）及び、搬送人員（20人）とも減少にあります。
出動内訳をみると、急病（疾病）が全体の60％
を超え、転院搬送（病院間の搬送）が17％を占め
ています。
出動件数及び搬送人員とも減少しておりますが、
軽症と思われる傷病者の救急車利用の頻度も多い
現状のなか、今後においても高齢化社会及び疾病
構造の変化等により重症の傷病者が発生する事が
予想されることから、町民各位におかれましては、
正しい救急車の利用にご理解ご協力をお願いいた
します。

秋の全道火災予防運動実施

救急出動状況について

秋の全道火災予防運動実施

ヤルンジャー議会傍聴

緊張感ある議論に、町づくりを体感！ 元
気
に
、楽
し
く
、い
い
汗
か
い
て
！

岩
見
親
和
会
研
修
会

地
域
通
貨
と
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

実施期間　10月15日（土）̃10月31日（月）
統一標語『あなたです　火のあるくらしの　見はり役』

◇運動期間中の重点目標
（１）住宅防火対策の推進

（２）防火火災予防対策の推進

（３）消火器事故防止対策の推進

◇防火査察の実施期日
10月15日～10月31日

◇対象物
一般家庭、指定対象物
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が
各
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
、

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。
中

で
も
六
年
生
が
担
当
す
る
お

化
け
屋
敷
が
人
気
で
、
順
番

を
待
つ
児
童
が
、
列
と
な
っ
た
。

一
方
、
体
育
館
で
は
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
者
が
、
お
は
じ

き
や
お
手
玉
、
紙
飛
行
機
な
ど
昔
遊

び
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
。
高
齢
者
と
児

童
が
、
遊
び
を
通
じ
て
ふ
れ
あ
い
を

深
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
校
庭
で
昔
懐
か
し

い
味
「
ド
ン
」
を
提
供
。
玄
米
を
使

っ
た
ド
ン
が
「
甘
く
て
、
美
味
し
い
」

と
好
評
を
得
て
い
た
。
準
備
を
進
め

て
き
た
児
童
た
ち
は
「
お
客
さ
ん
が

た
く
さ
ん
来
て
、
楽
し
か
っ
た
」
な

ど
と
感
想
を
述
べ
、「
こ
れ
ま
で
努

力
し
て
き
た
よ
う
に
、
学
校
生
活
も

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
締
め
く

く
っ
た
。

八
月
三
十
日
成
人
学
級
生
（
委
員

長
柴
田
頼
子
）
八
名
が
、
水
道
取
水

施
設
（
岩
見
）
や
浄
水
場
（
古
丹
別
）、

下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
上
平
）
を

見
学
。
安
心
安
全
な
水
の
供
給
シ
ス

テ
ム
を
学
ん
だ
。

新
設
さ
れ
た
水
道
取
水
施
設
で

は
、
よ
り
き
れ
い
な
水
が
供
給
で
き

る
シ
ス
テ
ム
の
説
明
を
受
け
、「
水

を
沸
か
し
て
い
た
が
、こ
れ
か
ら
は
、

安
心
し
て
、
そ
の
ま
ま
飲
め
ま
す
」

と
水
が
き
れ
い
で
あ
る
こ
と
を
確

認
。き
れ
い
な
水
を
保
つ
た
め
に
は
、

森
林
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
び
、

自
然
環
境
の
大
切
さ
も
再
確
認
し

た
。
ま
た
、
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー

で
は
、
低
コ
ス
ト
と
な
る
嫌
気
・
好

気
ろ
床
法
で
の
下
水
道
処
理
の
説
明

を
受
け
、
循
環
型
社
会
の
し
く
み
を

学
ん
だ
。

こ
の
成
人
学
級
は
八
回
開
催
予
定

で
、
今
後
、
料
理
や
パ
ソ
コ
ン
、
着

付
け
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
組
ま
れ
て

お
り
、
い
つ
で
も
参
加
で
き
る
。

ゲームを楽しむ子どもたち

九
月
四
日
苫
前
小
学
校
（
林
健
一

校
長
）
で
は
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ

ン
苫
小
」
が
開
催
さ
れ
、
各
教
室
で

の
宝
探
し
や
輪
投
げ
ゲ
ー
ム
、
カ
ラ

フ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
な
ど
、
児
童

取水施設を見学する成人学級生

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
イ
ン
苫
小

町
の
水
は
き
れ
い
！

成
人
学
級
水
道
施
設
を
見
学

験
。
苫
前
幸
寿
園
で
は
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
高
齢
者
の

お
世
話
を
担
当
。
高
齢
者
と

と
も
に
芋
掘
り
作
業
を
手
伝

い
、
収
穫
を
喜
ん
だ
。

高
齢
者
と
の
交
流
を
通
じ
外
山
雄

太
君
は
「
普
段
で
き
な
い
畑
仕
事
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
話
が
で
き
て
、
楽

し
い
時
間
で
し
た
」

と
貴
重
な
体
験
を
喜

ん
だ
。
ま
た
、
ふ
わ

っ
と
で
の
作
業
指
導

に
あ
た
っ
た
職
員
は

「
若
い
子
と
一
緒
に

作
業
す
る
と
若
返
り

ま
す
」
と
こ
の
職
業

体
験
が
、
好
評
を
得

て
い
た
。

九
月
一
、
二
日
苫
前
中
学
校
三
年

生
十
七
名
が
、
公
民
館
図
書
室
や
幸

寿
園
、
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
、

酪
農
、
漁
業
に
分
散
し
、
仕
事

を
知
り
、
職
業
に
対
す
る
関
心

を
高
め
る
た
め
、
職
業
体
験
を

実
施
し
た
。

図
書
室
で
は
、
本
の
ラ
ベ
ル

シ
ー
ト
貼
り
付
け
や
図
書
の
整

理
、
ふ
わ
っ
と
で
は
客
室
や
浴

場
の
清
掃
を
行
い
、
酪
農
で
は

餌
や
ミ
ル
ク
を
牛
に
与
え
、
漁

業
で
は
ホ
タ
テ
養
殖
作
業
を
体

苫
中
三
年
生
職
場
体
験

労
働
の
喜
び
と
厳
し
さ
に
触
れ
る

苫
前
商
業
高
等
学

校
で
は
八
月
二
十
九

日
か
ら
三
十
一
日
の

三
日
間
、
留
萌
千
望

高
校
と
の
高
速
光
回

線
（
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ

ト
）
を
活
用
し
、
遠

隔
授
業
を
行
っ
た
。

こ
の
遠
隔
授
業

は
、
千
望
高
校
の
小

笠
原
聡
教
諭
を
講
師

に
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
」
を
選
択
す
る

生
徒
八
名
が
、
互
い
に
映
像
や
音
声

で
確
認
し
な
が
ら
授
業
が
進
め
ら
れ
、

表
計
算
ソ
フ
ト
に
お
け
る
「
マ
ク
ロ

機
能
」
に
つ
い
て
学

習
。
道
教
委
と
Ｎ
Ｔ

Ｔ
コ
ム
ウ
エ
ア
の
支

援
に
よ
り
、
道
内
で

唯
一
行
わ
れ
て
お

り
、
全
国
的
に
も
珍

し
い
。
こ
の
ス
ク
ー

ル
ネ
ッ
ト
は
、
幅
広

い
選
択
科
目
を
可
能

と
し
、
都
市
部
と
地

方
と
が
互
い
に
連
携

し
あ
う
こ
と
で
、
教

育
格
差
の
解
消
に
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

同
校
で
は
今
後
、
研
究
発
表
な
ど

で
の
生
徒
交
流
を
計
画
し
て
い
る
。

９月９日苫前、古丹別両
中学校において芸術家等派
遣事業により、プロ三味線
奏者の白田路明さんと音の
スペシャリスト土田祐生さ
んのトークと演奏が行われ、
迫力ある三味線と打楽器の
共演を体感し、プロとなっ

た白田さんの生い立ちや活動について学んだ。
白田さんは、世界で活躍する北海道出身の三味線奏者の
吉田兄弟に憧れ、９才から本格的に始め、１２才で津軽三
味線全国大会準優勝。北海道を拠点に、全国の福祉施設や
病院などで三味線の魅力を伝えている。トークでは、土田
さんとの出会いや有償ボランティア活動でのエピソードを
披露。高齢者からの「ありがとう」の言葉に、人から必要
とされる喜びを伝えた。
苫中生徒からは「演奏する姿がかっこよかった」とお礼
を述べ、お兄さん的存在に憧れを感じながらサインを求め、
古中では記念撮影が行われた。

ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
で
遠
隔
授
業

苫
商
高

三味線やパーカッションの魅力

白田路明（21才）さんが三味線人生語る
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前
商
業
高
校
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
自

己
記
録
へ
の
挑
戦
や
親
子
の
ふ
れ
合

い
を
通
じ
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し

た
。親

子
の
部
で
は
、
二
十
七
組
の
親

子
が
一
　
コ
ー
ス
を
ゆ
っ
く
り
と
ジ

ョ
ギ
ン
グ
を
楽
し
む
と
と
も
に
、
幼

児
が
年
上
の
一
・
二
年
生
を
追
い
抜

き
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
姿
に
、「
ガ
ン

バ
っ
て
！
」
と
大
き
な
声
援
が
送
ら

れ
た
。

大
会
は
、
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
親
子
の
部
、
小
学
一
年
女
子
の

部
（
以
上
一
　
）、
小
学
四
年
男
子
・

女
子
の
部
、
小
学
五
年
女
子
の
部

（
以
上
二
　
）、
中
学
女
子
の
部
（
三
　
）

の
六
部
門
で
新
記
録
が
生
ま
れ
、
大

会
関
係
者
を
驚
か
せ
て
い
た
。

ト
を
考
案
し
、
実
施
し
た
も
の
。

教
室
で
は
、
同
会
会
員
が
指
導
に

あ
た
り
、
事
前
に
作
製
し
た
ト
タ
ン

巣
箱
の
内
側
に
、
児
童
が
形
に
合
わ

せ
ベ
ニ
ア
板
を
切
断
し
、
組
み
合
わ

せ
、
屋
根
と
な
る
ト
タ
ン
屋
根
を
取

り
付
け
て
完
成
。

児
童
は
、
慣
れ
な
い
の
こ
ぎ
り
作

業
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
「
組
み
立
て

る
の
が
楽
し
か
っ
た
。
思
っ
た
以
上

の
出
来
栄
え
」
と
完
成
し
た
巣
箱
に

満
足
し
、「
小
鳥
と
仲
良
く
な
り
た
い
」

と
家
庭
で
の
鳥
と
の
ふ
れ
あ
い
を
思

い
描
い
て
い
た
。

こ
の
事
業
を
通
じ
、
ト
タ
ン
の
活

用
方
法
や
の
こ
ぎ
り
の
使
い
方
な
ど
、

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
が
し
っ
か
り

と
伝
え
ら
れ
、
指
導
に
あ
た
っ
た
同

技
能
士
会
会
員
も
伝
承
の
喜
び
を
感

じ
て
い
た
。

九
月
二
十
一
日
苫
小
三
・
五
年
生

二
十
六
名
と
古
小
五
年
生
十
六
名
が

五
月
に
田
植
え
を
行
っ
た
花
井
農
園

（
字
岩
見
＝
花
井
秀
昭
）
で
稲
刈
り
作

業
を
体
験
し
た
。

作
業
を
行
っ
た
田
は
、
三
五
　
。

品
種
は
「
な
な
つ
ぼ
し
」
で
、
七
月

に
は
児
童
に
よ
る
生
育
調
査
も
行
わ

れ
、
今
年
は
実
入
り
も
良
く
豊
作
と

な
っ
た
。

当
日
は
、
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
児
童

は
、
軍
手
に
釜
を
持
ち
、
釜
の
使
い

方
の
説
明
を
受
け
た
後
、
一
株
ず
つ

丁
寧
に
稲
を
刈
り
、
コ
ン
バ
イ
ン
で

脱
穀
。
一
昨
年
体
験
し
た
苫
小
五
年

生
以
外
の
児
童
は
、
今
回
稲
刈
り
は

初
め
て
の
体
験
で
、
稲
穂
の
香
り
に

包
ま
れ
な
が
ら
「
お
に
ぎ
り
に
し
て

み
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
稲
刈
り
を

楽
し
ん
だ
。

今
回
、
収
穫
し
た
お
米
は
、
精
米

さ
れ
各
生
徒
へ
配
布
さ
れ
る
。

九
月
十
八
日
第
二
十
八
回
町
民
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
町
内
小
中

学
生
や
親
子
な
ど
百
九
十
九
名
が
参

加
。
秋
雨
が
降
る
悪
天
候
の
中
、
苫

九
月
二
十
日
古
丹
別
小
学
校
の

五
・
六
年
生
が
、
も
の
づ
く
り
ふ
れ

あ
い
教
室
で
巣
箱
作
り
に
挑
戦
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
地
域
を
担
う
若
者

も
の
づ
く
り
人
材
創
出
事
業
の
一
環

で
、
技
能
を
持
つ
苫
前
町
総
合
技
能

士
会
（
会
長
松
田
弘
）
が
、
巣
箱
キ
ッ

一斉にスタートを切る小学１・２年生と親子

稲刈りを楽しむ児童たち

技能士会の指導を受け、のこぎりで作業を進める児童たち

雨
に
も
負
け
ず
力
走
！

町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
一
位
の
み
掲
載
）

◇
一
　
コ
ー
ス
　
▽
親
子
の
部
　
川

森
大
夢
・
和
美
（
新
記
録
５
分
16

秒
＝
古
丹
別
）
▽
小
学
一
年
男
子

能
登
隼
輝
（
５
分
８
秒
＝
苫
小
）
▽

同
女
子
　
金
子
真
彩
（
新
記
録
５
分

17
秒
＝
苫
小
）
▽
小
学
二
年
男
子

福
田
怜
也
（
４
分
25
秒
＝
古
小
）
▽

同
女
子
　
久
保
杏
奈
（
４
分
49
秒
＝

古
小
）

◇
二
　
コ
ー
ス
　
▽
小
学
三
年
男
子

奥
山
聡
士
（
10
分
１
秒
＝
古
小
）
▽

同
女
子
　
成
川
楓
（
10
分
18
秒
＝
苫

小
）
▽
小
学
四
年
男
子
　
伊
藤
翔
貴

（
新
記
録
８
分
23
秒
＝
古
小
）
▽
同
女

子
福
田
レ
ナ
（
新
記
録
９
分
09
秒
＝

古
小
）
▽
小
学
五
年
女
子
　
行
町
明

夏
（
新
記
録
８
分
48
秒
＝
羽
幌
町
）

▽
小
学
六
年
女
子
　
平
井
綾
乃
（
９

分
13
秒
＝
古
小
）

◇
三
　
コ
ー
ス
　
▽
小
学
五
年
男
子

西
村
涼
汰
（
14
分
23
秒
＝
苫
小
）
▽

小
学
六
年
男
子
　
山
本
将
悟
（
12
分

56
秒
＝
古
小
）
▽
中
学
女
子
　
辻
亜

梨
沙
（
新
記
録
12
分
33
秒
＝
古
中
）

◇
五
　
コ
ー
ス
　
▽
中
学
男
子
　
向

野
信
哉
（
20
分
58
秒
＝
古
中
）
▽
一

般
男
子
　
高
本
勇
一
（
20
分
31
秒
＝

羽
幌
町
） キ

ロ

キ
ロ

キ
ロ

キ
ロ

キ
ロ

キ
ロ

キ
ロ

キ
ロ

学社
融合

稲
刈
り
作
業
体
験

も
の
づ
く
り

ふ
れ
あ
い
教
室

ト
タ
ン
の
巣
箱
づ
く
り

★開拓当時の苦労と生活の状
態が良く理解できました。
本で見るのとは違い、狭く
本当に厳しい生活をされて
いたと思います。
被害にあった皆様のご冥福をお祈りします。

（16.9.18 岩見沢市：男性）
★これからも、この現場を大切に保存してい
ってもらいたいです。

（16.9.21 岐阜県：男性）
★ご冥福を申し上げます。当時開拓の方々の
生活の様子、勉強になりました。

（16.9.29 男性）
★今年全国各地で熊出没。どうにか熊と人間
がうまく共存できないものでしょうか？

（16.10.17 石川県：男性）
★先人の過酷な条件での開拓の苦労を思い
「今ある自分」感謝！

（16.10.18 留萌市：男性）

イメージアップ苫前推進協議会

～感想記帳拾い読み～その十三～

ト
タ
ン
の
巣
箱
づ
く
り

ア
ー
ル
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社会教育からのお知らせ

～あなたの学びたいを応援します～ でんわ ６５－４０７６

苫前町公民館ご相談・お問い合わせは
e-mail syakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp
HPアドレス http://www.town.tomamae.lg.jp/

社会教育からのお知らせ10月
山崎祐介

癒しのハープコンサート　
日　時：１０月１５日（土）

開場／１８時００分
開演／１８時３０分

場　所：苫前町公民館（字古丹別）
入場料：１，０００円（当日／１，２００円）

東京芸術大学を経て87年同大学院終了。第8回
「村松賞」受賞。2002年7月にはジュネーヴで開か
れた国際ハープコングレスに出演、好評を博す。
ハープを体の一部として自由にドライブする大型
ハーピスト。現在、洗足学園音楽大学非常勤講師、
昭和音楽大学非常勤講師を務め、後進の指導にあた
っている。

室内ミニサッカー大会
今年も室内ミニサッカー大会を行います。友達
同士でチームを組んで出場しませんか。応援参加
も大歓迎です。

日　時　10月29日（土）午前9時～
場　所　苫前町スポーツセンター
対　象　小学生の部（4年生以上）

中学生の部
チーム　５人で１チーム（登録は７人まで）
参加料　1人　５００円
申込み　１０月２１日（金）まで

参加料を添えて申込んでください。

図書室フェスティバル
本のおもしろさをたくさんの人に知っていただ
けるように次のイベントを行います。
子どもから大人までが楽しめるものばかりです
ので、ぜひお越し下さい。

日　時　11月３日（木）～６日（日）
午前10時～午後5時

場　所　苫前町公民館図書室
★本の展示　　　　　　★本のリサイクル市
★本を使ってやってみよう「ダッチオーブン料理」
★感想画の展示
※好きな本の絵を募集していますので、詳しくは
公民館図書室までお問合せ下さい。

山崎祐介 profile

公 民 館
フェスティバル
今年も公民館を会場に様々な
催しが行なわれます。
みなさまお誘いあわせのうえ
お越しください。

北
海
道
に
棲
む
エ
ゾ
リ
ス
や
エ
ゾ

ク
ロ
テ
ン
、
エ
ゾ
ナ
キ
ウ
サ
ギ
な
ど

十
六
点
の
哺
乳
動
物
や
世
界
で
も
希

少
動
物
と
な
っ
て
い
る
エ
ト
ピ
リ
カ

な
ど
の
剥
製
を
展
示
す
る
「
北
の
動

物
展
」
が
、
九
月
六
日
か
ら
二
十
七

日
ま
で
の
間
、
郷
土
資
料
館
に
て
行

わ
れ
、
来
館
者
の
目
を
く
ぎ
づ
け
に

し
た
。

こ
の
期
間
、
資
料
館
を
訪
れ
た
方

は
二
百
八
十
八
人
で
、
町
外
の
方
が

ほ
と
ん
ど
。「
珍
し
い
動
物
が
、
見
れ

て
良
か
っ
た
で
す
」
と
喜
び
を
見
せ
、

特
別
展
以
外
の
展
示
物
も
充
実
し
て

お
り
「
こ
れ
だ
け
の
資
料
が
揃
っ
て

い
る
と
こ
ろ
は
、
他
に
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
感
心
し
て
い
た
。

資
料
館
は
十
月
三
十
日
ま
で
の
開

館
と
な
っ
て
い
る
。

資
料
館
特
別
展

『
北
の
動
物
展
』が
好
評
！

展示部門　11月３日（木）～６日（日）
午前９時～午後８時

★町民文化祭展示部門　　　　★子ども向け優良映画上映会
★文化サークル体験コーナー　★人形劇団の公演　など

舞台部門　11月12日（土）午後６時開演
★団体やサークル、グループの舞台発表
会　　場　苫前町公民館
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今
月
の
担
当
は
鍵
山
栄
養
士
で
す
。 

『
乳
幼
児
の
お
や
つ
に
つ
い
て
』 

健　　康 
ばんざい 

◇
お
や
つ
内
容

食
事
で
不
足
し
が
ち
な
牛
乳
・
乳

製
品
・
野
菜
・
果
物
・
い
も
類
な
ど

を
お
や
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
す
る
と
、

低
カ
ロ
リ
ー
で
、
食
事
と
の
バ
ラ
ン

ス
の
摂
れ
た
お
や
つ
を
摂
取
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
気
を
付
け

な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の
に
、
果
汁

（
甘
味
飲
料
・
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
を
含

む
）
が
あ
り
ま
す
。

お
や
つ
や
果
汁
を
摂
り
す
ぎ
る
と

肥
満
・
偏
食
な
ど
の
原
因
に
な
り
成

長
発
達
に
影
響
が
で
て
き
ま
す
。

◇
お
や
つ
の
上
手
な
与
え
方

①
食
事
に
影
響
し
な
い
量
を

②
も
う
す
ぐ
食
事
の
時
は
が
ま
ん

③
皿
に
盛
っ
て
量
を
決
め
て
与
え
る

④
時
間
を
決
め
て
１
日
１
〜
２
回
で

食
事
の
２
時
間
前
ま
で
に
は
食
べ

終
わ
る
よ
う
に

⑤
水
や
お
茶
な
ど
甘
み
の
な
い
水
分

補
給
を
行
う

◇
好
き
な
だ
け
、
お
や
つ
、
ジ
ュ
ー

ス
を
与
え
て
し
ま
う
と
…

○
常
に
口
の
中
に
、
食
べ
物
が
あ
る

と
虫
歯
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

○
食
事
と
お
や
つ
の
時
間
の
間
隔
が

短
く
な
る
と
ご
飯
や
お
か
ず
を
し

っ
か
り
食
べ
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

○
甘
い
お
菓
子
や
カ
ロ
リ
ー
の
高
い

◇
お
や
つ
っ
て
何
？

生
ま
れ
て
か
ら
一
歳
に
な
る
ま
で

は
、
お
や
つ
は
基
本
的
に
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
お
や
つ
の
始
ま
り
は
、
離

乳
が
完
了
し
、
一
日
三
回
の
食
事
が

き
ち
ん
と
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
で
す
。

一
歳
を
過
ぎ
る
と
動
き
が
活
発
に

な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
耗
が
激
し

く
、
体
の
わ
り
に
栄
養
が
多
く
必
要

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
消
化
機
能

が
未
熟
で
、
一
度
に
十
分
な
栄
養
を

摂
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
三
回

の
食
事
の
他
に
お
や
つ
を
摂
り
ま

す
。お

や
つ
は
、
あ
く
ま
で
食
事
で
不

足
し
が
ち
な
栄
養
を
補
う
た
め
に
与

え
ま
す
。

文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
事
業

に
お
け
る
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
教

室
が
、
九
月
二
十

日
か
ら
町
公
民
館

で
ス
タ
ー
ト
。
小

学
二
年
生
以
下
の

児
童
ら
十
三
名
が

本
格
的
な
ラ
ッ
プ

や
ビ
ー
ト
に
あ
わ

せ
て
踊
る
ダ
ン
ス

に
挑
戦
し
て
い
る
。

こ
の
教
室
は
、

札
幌
舞
踊
会
の
ヒ

ッ
プ
ホ
ッ
プ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
を
講
師

に
、
十
月
二
十
四
日
ま
で
の
計
六
回

レ
ッ
ス
ン
を
行
う
も
の
。
子
ど
も
た

ち
は
、
小
気
味
の
良
い
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
曲
に
合
わ
せ
て
、
膝
を
曲
げ
て
ス

テ
ッ
プ
す
る
ダ
ウ
ン
ス
テ
ッ
プ
と
膝

を
伸
ば
し
た
時
に
リ
ズ
ム
を
と
る
ア

ッ
プ
ス
テ
ッ
プ
を
学
び
、

軽
や
か
な
ス
テ
ッ
プ
で

ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
だ
。

ま
た
、
見
学
し
て
い

た
母
親
た
ち
も
、
思
わ

ず
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、

踊
り
だ
す
姿
も
見
ら
れ

た
。こ

の
ダ
ン
ス
教
室
は
、

み
ん
な
に
ダ
ン
ス
シ
ョ

ー
を
披
露
で
き
る
こ
と

を
目
標
に
続
け
ら
れ
る
。

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
を
１
日
に
何
度
も

食
べ
、
体
を
動
か
さ
な
い
生
活
を

し
て
い
る
と
、
カ
ロ
リ
ー
オ
ー
バ

ー
で
肥
満
に
な
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

○
お
な
か
が
す
か
な
い
と
、
嫌
な
も

の
は
食
べ
な
い
の
で
、
偏
食
に
な

り
や
す
い
で
す
。

◇
乳
児
期
の
注
意
点

乳
児
期
で
は
、
い
ろ
ん
な
味
に
慣

れ
さ
せ
る
た
め
や
、
ス
プ
ー
ン
練
習

の
た
め
に
果
汁
を
与
え
始
め
ま
す
。

体
の
小
さ
い
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て

五
〇
Ｃ
Ｃ
は
、
大
人
で
の
三
五
〇
Ｃ

Ｃ
と
同
じ
量
に
な
り
ま
す
。
果
汁
を

与
え
る
時
は
、
湯
冷
ま
し
な
ど
で
二

〜
三
倍
に
薄
め
て
、
早
く
て
も
四
か

月
頃
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
幼
児
期
の
注
意
点

歯
も
生
え
そ
ろ
っ
て
く
る
と
、
色

ん
な
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
お
や
つ
の
時
間
に
は
、
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
や
チ
ョ
コ
な
ど
市
販
の
も
の

を
つ
い
つ
い
与
え
て
し
ま
い
ま
す

が
、
お
や
つ
は
栄
養
を
補
う
た
め
な

の
で
、
牛
乳
や
果
物
で
も
立
派
な
お

や
つ
に
な
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

食
事
は
、
お
腹
が
空
い
て
い
れ
ば
、

美
味
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
日
中
の
生
活
の
中
で
、
よ
く
遊

び
、
三
食
し
っ
か
り
食
事
を
摂
っ
て
、

夜
は
睡
眠
時
間
を
た
っ
ぷ
り
と
と

り
、
翌
朝
の
朝
食
も
美
味
し
く
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整

え
ま
し
ょ
う
。

Dr.小野の処方せん 
危険な頭痛の特徴は、①今まで経験のないほどの激し
い頭痛、②突然に起こった頭痛、③朝方に起きる頭痛、
④強烈な頭痛、⑤長期間続く頭痛、⑥日毎にだんだんひ
どくなる頭痛、⑦麻痺・痺れを伴う頭痛、⑧意識が冒さ
れたり訳のわからない事をいう頭痛、⑨言語がしゃべり
にくい、呂律が回らない頭痛、⑩ボケを伴う頭痛、⑪視
力が弱くなったり、物が二重に見える頭痛、⑫めまいや
嘔吐を伴う頭痛、⑬息張ったり、頭をふるとひどくなる
頭痛、⑭高熱を伴う頭痛があり、検査が必要です。
片頭痛は、頭の片側に起きることが多く、ズキズキと
脈打って激しい痛みが比較的急に起こって、音や光りに
敏感になり、吐き気や嘔吐を伴う事もある。４～72時間
ぐらい持続して、自然に治る。ストレスから解消された
時、起こりやすく、患部を冷やして光りの入らない静か
な暗い部屋で安静にするとよいでしょう。
緊張型頭痛は、女性に多く、一般的に両側からじわっ
と締め付けられるような重い痛みです。長期間の不自然
な姿勢やストレスが原因で、毎日続く頭痛で肩首後頭部
の筋肉の緊張をほぐすと良いでしょう。その他、群発頭
痛というものもあります。

（苫前クリニック院長　小野　哲郎）

「頭痛」について
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

苫
前
町
国
保
で
は
、
平
成
十
七
年

度
の
保
健
事
業
の
一
環
と
し
て
、
国

保
加
入
者
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
を
促

進
し
、
健
康
の
保
持
・
疾
病
の
早
期

発
見
と
重
症
化
防
止
に
よ
る
医
療
費

の
抑
制
を
図
る
た
め
、
苫
前
町
国
保

加
入
者
が
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た

際
に
支
払
う
受
診
料
の
一
部
助
成
を

次
の
と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
診
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、

内
容
な
ど
確
認
の
う
え
申
込
み
さ
れ

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
助
成
の
対
象

と
な
る
方
〉

人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
す
る
時
点
で

苫
前
町
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
で
、
次
の

条
件
を
満
た
す

方
。

①
　
受
診
時
の
年
齢
が
満
四
○
歳
以

上
の
方

②
　
前
年
度
分
ま
で
の
保
険
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
世
帯
に
属
す
る
方

〈
助
成
の
額
〉

一
件
に
つ
き
二
万
円
を
上
限
に
助

成
し
ま
す
。

〈
助
成
の
方
法
〉

次
の
と
お
り
助
成
し
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
料
を
助
成
し
ま
す

ドック実施機関

（病院など）

（内容審査）

苫前町国保

（内容審査）

①人間ドック受診料金助成申請（事前申請）

・役場町民課、または古丹別支所へ

②助成決定通知

⑤助成金支給申請

⑥助成金の支給

③人間ドック受診

④受診結果の通知

※不明な点などについては、町民課しあわせ係
（�６４－２２１５、内線２７１）までお問
い合せください。

助成対象者

（ドック受診者）

人間ドック受診料助成の流れ

お問い合わせ先　苫前町役場町民課しあわせ係
TEL 0164-64-2215（内線273）まで

福祉用具は、日常生活をおくるうえで、大変重要な道
具であるとともに、利用の有無はもちろんのこと、使い
勝手や装着感等の違いによって、生活の質や満足度が様
変わりします。
「介護保険の福祉用具を利用したい」とお考えの方は、
まずケアマネージャーに相談してから、選ぶようにする
と良いでしょう。
代表的な福祉用具のチェックポイントについては、次
の事項があげられます。

介護保険で利用できるサービス（福祉用具購入）

●杖
ひじを曲げ、腕を地面と平行にしてから、30度
下げたところに、杖のグリップがくるくらいが
ちょうどよい高さです。
●ポータブルトイレ
ベッドからの移乗がしやすいものを選びます。
●車いす
きちんと座れているか、無理なく乗り降りでき
るかなどをよく見て選びます。

Ｑ　福祉用具を購入した時点で保険給付を受けるこ
とができますか？

Ａ　福祉用具を購入した場合の費用は、保険で給付
される分も含めていったん全額を自分で支払い
ます。
その後、必要な書類を添えて申請すると、保険
給付分（９割）が後から指定した金融機関の口
座に振り込まれる仕組みになっています。
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全

額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税
等
の
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

平
成
十
六
年
分
ま
で
は
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
手
続
き
で
、
納
付
し
た
保

険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
等
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
所
得
税
法
等
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
平
成
十
七
年
分
の
所
得
の
申

告
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
、

一
年
間
に
納
付
（
見
込
を
含
む
）
し
た

保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
等
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
か
ら

送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、

帯
の
世
帯
主
及
び
配
偶
者
も
連
帯
し

て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
世

帯
主
又
は
配
偶
者
が
、
家
族
の
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、

そ
の
全
額
が
納
付
し
た
方
の
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
等
の
際
に
、
ご
自
身
の
社

会
保
険
料
の
額
と
合
算
し
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
ご
家
族
分

の
証
明
書
も
、
申
告
す
る
方
の
申
告

書
に
添
付
等
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
今

回
送
付
さ
れ
る
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
に

記
載
さ
れ
る
「
お
問
い
合
わ
せ
先
」

に
お
願
い
し
ま
す
。

一
年
間
に
納
付
し
た
保
険
料
の
額
を

証
明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
社
会

保
険
庁
か
ら
毎
年
十
一
月
初
旬
に
送

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
証

明
内
容
は
、
本
年
一
月
か
ら
九
月
末

日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保

険
料
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ

る
場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
た
場
合
等
、
十
月
以
降
に
本
年
初

め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方
に
つ
い

て
は
、
翌
年
二
月
初
旬
に
同
様
の
証

明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
確
定

申
告
等
の
際
に
は
、
必
ず
こ
の
証
明

書
や
領
収
証
書
を
添
付
等
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、
被

保
険
者
本
人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
世

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

国

民

年

金

年金なんでも相談！
日　時　10月14日（金）

10：00～16：00

場　所　苫前町公民館
日頃、自分の年金について疑問に思
っていることはありませんか？　年金
は、将来生活していく上で大切な収入
源になります。
○私の年金はどうなるの？
○どのくらい納めれば年金を受け取れ
るの？
○すぐに納められないけど、どうした
らいいの？
など様々な疑問・質問・相談にお答え
いたします。
お気軽にお立ち寄り下さい。

＊会場では、国民年金保険料を納めること
もできますので、是非ご利用下さい。

年
末
調
整
・
確
定
申
告
に
は

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
！

苫前町の交通事故情報
平成17年８月末現在

交通事故死ゼロ日数は

８月31日現在で487日

発生件数

７件

死者数

０人

負傷者数

７人

500日達成!
本町の交通事故死ゼロ日数は、
昨年５月の死亡事故以来、9月
13日をもって500日を達成しま
した。
本道においても昨年同期より
70名ほど減少しており、ワース
トワン返上に向け、更なる安全
運転をお願いいたします！

道
で
は
、
自
主
的
な
市
町
村
の
合

併
を
推
進
す
る
た
め
の
「
市
町
村
合

併
推
進
構
想
（
仮
称
）」
を
策
定
中
。

そ
の
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
、
道

民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

◇
日
時
　
11
月
13
日
（
日
）
13
時
〜

◇
場
所
　
上
川
合
同
庁
舎
３
階
講
堂

（
旭
川
市
永
山
６
条

丁
目
）

◇
内
容
　
構
想
の
説
明
・
意
見
交
換

◇
申
込
　
参
加
自
由（
定
員
三
百
名
）

お
問
合
せ
先

留
萌
支
庁
地
域
政
策
課
市
町
村
係

�
〇
一
六
四
―
四
二
―
一
五
一
一

市
町
村
合
併
推
進
に

関
す
る
地
域
説
明
会

「あっそうだ！今年の最賃　いくらかな？」

北 海道最低賃金
道内で事業を営む使用者及びその事業場で働くすべての労働
者に適用される北海道最低賃金が次のとおり改正されました。

最低賃金以上の賃金を支払わない場合は、最低賃金法違反と
して処罰されることがあります。

最 低 賃 金 額　　時間額　641円　
効力発行年月日　　平成17年10月1日

知ってますか？　建退共制度
この制度は、建設現場で働く方のため、「中小企業
退職金共済法」による退職金制度です。
事業主は、労働者の共済手帳に働いた日数に応じて
掛金となる共済証紙を貼り、労働者が建設業界で働く
ことをやめたときに、建退共から退職金を支払う業界
全体の退職金制度です。
加入できる事業主：建設業を営む方
対象となる労働者：建設業の現場で働く人
掛金：日額３１０円

国の制度なので、安全、確実、手続き簡単。
経営事項審査で加点の対象。
掛金は事業主負担ですが、法人は損金、個人は必要
経費として、税法上全額非課税。
退職金は、企業間を通算して計算。

お問合せ先＝勤労者退職金共済北海道支部
〒060-0004 札幌市中央区北４西３
TEL 011-261-6186・FAX 011-251-2305
http://www.kentaikyo.taisyokukinn.go.jp



広報とままえ　10月号 15頁

◆配布数量　１，２００袋（１袋５キロ詰め）
◆配布時間　上記時間から１時間程度
詳しくは、町民課けんこう係へ。

石
綿
を
含
む
製
品
等
の
製
造
、
又

は
取
り
扱
う
作
業
に
従
事
し
た
方
々

に
、
肺
ガ
ン
や
中
皮
種
等
の
健
康
障

害
が
多
発
し
、
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）

に
よ
る
健
康
問
題
が
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

国
で
は
、
健
康
障
害
の
予
防
を
図

る
た
め
、
退
職
さ
れ
た
方
々
へ
も
健

康
診
断
の
受
診
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
過
去
に
、
自
動
車
の
ク
ラ
ッ
チ

フ
ェ
ー
シ
ン
グ
な
ど
の
石
綿
を
取
り

扱
う
作
業
に
従
事
し
退
職
さ
れ
た
方

は
、
速
や
か
に
健
康
診
断
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

◇
対
象
と
な
る
作
業

①
石
綿
鉱
山
や
そ
の
付
属
施
設
で
の

鉱
石
、
岩
石
を
採
掘
・
搬
出
・
精
製

す
る
作
業
、
②
倉
庫
内
で
の
石
綿
等

の
袋
詰
め
・
運
搬
作
業
、
③
石
綿
製

品
の
製
造
行
程
作
業
、
④
石
綿
の
吹

付
け
作
業
、
⑤
石
綿
製
品
を
用
い
て

の
断
熱
・
保
温
の
た
め
の
被
覆
・
補

修
作
業
、
⑥
石
綿
製
品
の
切
断
・
加

工
作
業
、
⑦
石
綿
製
品
を
用
い
た
船

舶
・
車
両
の
補
修
・
解
体
作
業
、
⑧赤

い
羽
根
共
同
募
金

に
寄
せ
ら
れ
寄
付
金
は
、

地
域
の
様
々
な
福
祉
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
普
及
と
振
興
の
た

め
に
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
を
持
つ
方
々
の
社

会
自
立
な
ど
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。
今
年
も
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
石
綿
製
品
を
直
接
的
・
間
接

的
に
取
り
扱
う
作
業

石
綿
に
関
す
る
健
康
障
害
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
留
萌
労
働
基
準
監
督

署
（
四
二
―
〇
四
六
三
）
ま
で
。
健

康
診
断
・
健
康
管
理
手
帳
制
度
は
安

全
衛
生
係
。
労
働
保
障
制
度
は
補
償

係
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

10月 町税の納期

今月は、
町 道 民 税
国民健康保険税
介 護 保 険 料

の納入月です。

時　間　10：00～17：00
0166-53-7900（常設）
0166-53-7911（臨時）

相談員　人権擁護委員
法務局職員

相談料　無　料

全 国 一 斉
女 性 の 人 権
ホットライン

戸
籍
の
小
箱

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

石
川
　
武
男
（
82
歳
）
８
月
18
日

旭

白
府
　
サ
ワ
（
90
歳
）
８
月
28
日

上
　
平

矢
田
キ
ン
子
（
71
歳
）
８
月
30
日

九
　
重

増
田
　
　
武
（
85
歳
）
９
月
５
日

香
　
川

柴
田
　
幸
道
（
79
歳
）
９
月
７
日

古
丹
別

佐
々
木
政
市
（
82
歳
）
９
月
12
日

苫
　
前

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

佐
藤
　
海か

い

音と

隆
裕
／
明
子

８
月
15
日
苫
　
前

真
田
あ
ゆ
み
　
博
幸
／
小
津
江

８
月
24
日
古
丹
別

長男二女

村
　
上
　
和
　
也
（
古
丹
別
）
渡
　
辺
　
真
　
紀
（
羽
幌
町
）

川
　
崎
　
義
　
生
（
古
丹
別
）
岸
　
田
　
直
　
子
（
熊
石
町
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
苫
前
町
　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

各
団
体
ク
ラ
ブ
等
へ
の
寄
付

（
上
平
町
内
会
へ
）

○
苫
　
前
　
高
野
弘
子
・
八
谷
治
様

（
力
昼
老
人
ク
ラ
ブ
へ
）

○
力
　
昼
　
佐
　
藤
　
正
　
夫
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

住
所

いま、あなたは役所の仕事について、お困
りのこと、納得のいかないこと、希望するこ
となどありませんか？暖かい心でお聞きしま
す。
例えば…①交差点に水がたまり、車が通る
たびに飛散し、歩行者が迷惑を受けている。
②交通信号機がなく、危険である。③許可申
請したが、なかなか許可されないなど。
行政相談は、このような皆さんからの苦情、
要望などを総務庁長官から委嘱を受けた相談
員がお聞きし、解決を図ります。
この期間の中で、苫前町担当する小田雅彦
行政相談員が巡回行政相談所を開設します。
お気軽にご利用ください。

巡回相談所10月20日開設

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

行政相談週間
10月17～23日

１０月２０日（木）
◇苫前地区福祉センター
午前10時から午前11時30分
◇古丹別地区　町公民館　
午後1時30分から午後3時

巡回行政相談所開設

石
綿
を
扱
う
作
業
に

従
事
し
て
い
た
方
は

健
康
診
断
を
！

元
気
を
あ
げ
た
り
、
も
ら
っ
た
り

さ
さ
え
あ
っ
て
こ
そ
北
海
道

赤い羽根共同募金
www.akaihane-hokkaido.jp
HPで赤い羽根共同募金の内容がわかります。

10月1日～12月31日

11月20日（日)

と　き

10月25日（火）
9:00～10:00

ところ

苫　前（役場車庫前）
古丹別（旧古丹別支所前）

納期内納入にご協力願います。

生ゴミ堆肥 

巡回行政相談所開設
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風力発電の売電状況
（町営分）

17年の実績（１月～８月分）
２８，６７６，０５２円

平成17年７月分の実績
・供給電力量

１２３，８２０ｋＷｈ
１，５５３，６３１円

（設備利用率７．５６％）

▽
平
成
十
七
年
第
三
回
苫
前
町
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
が
可
決
さ
れ
た
。
▽
こ
の
条

例
は
、
苫
前
町
の
最
高
条
例
と
位
置

づ
け
、「
町
民
が
主
役
と
な
っ
た
自

治
の
実
現
」
を
目
指
し
た
も
の
。
▽

そ
の
中
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
か
ら
、
町
民
の
知
る
権
利
や
町

の
説
明
責
任
な
ど
に
よ
る
情
報
共
有

化
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
す
る
権

利
や
意
見
募
集
、
住
民
投
票
に
つ
い

て
明
記
さ
れ
て
い
る
。
▽
ま
た
、
町

民
・
議
会
・
町
並
び
に
町
職
員
の
責

務
が
明
確
に
さ
れ
、
町
民
の
知
る
権

利
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
▽
し
か
し

な
が
ら
、
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
て

も
参
加
す
る
方
は
極
め
て
少
な
く
、

こ
の
条
例
が
根
付
く
た
め
に
は
、
情

報
を
提
供
す
る
側
の
関
心
を
高
め
る

工
夫
と
町
民
の
参
加
意
欲
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
▽
ま
ず
は
、
わ
か
り

や
す
い
広
報
紙
づ
く
り
が
、
私
の
第

一
歩
。

編

集

雑

記

帳

このコーナーは、町内の保

育所（園）や小中学校の園

児や児童生徒の作品を紹介

します。ひとりでも多くの

作品を紹介したいと思って

います。

11月号の予定は苫前小学

校の児童のみなさんです。

古丹別保育所幼児の作品

『ヨット』

たくさん、うみのな
かまをかきました。

青組６才

はやしすみれちゃん

『おにぎりたべたよ』

のりたまおにぎり、
おいしそうでしょ！

黄組３才

かわもりちさとちゃん

『バレーボール
選手になりたい』

じぶんのかおを、
大きくかきました。

青組５才

ひもりかすみちゃん

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

『きりがみ』

ちいさく、きるの
がむずかしかった
です。 青組５才

しみずりくくん

『うさぎのおだんご』

おだんご
かたくなりました。

赤組２才

なかむらちひろちゃん

『遠足のお弁当』

また、遠足に
行きたいな。

桃組５才

すぎのかなちゃん

『遠足のお弁当』

お母さん
お弁当おいし
かったよ

桃組５才

たぐちりょうたろうくん

『遠足のお弁当』

からあげ
おいしかった
よ！

桃組４才

さいとうはなちゃん


